
令和６年5月10日発行（1） 事業者の皆様、商工会議所にご加入され、共に地域の明日を拓きましょう！

「利用者急増中！　社内研修や自己啓発に…当所の無料会員サービス「WEBセミナー」をぜひご覧ください。」
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▲

岸
田
首
相
へ
贈
っ
た
「
戒
石
銘
」

　
の
拓
本

※表示している最優遇金利は、当金庫の適用条件に 該当された方の金利となります。
　詳しくは 各営業店窓口・融資渉外担当者までお問い合わせください。 ＷＥＢからのお申込みも可能です

●自動車購入資金（オートバイを含む）●自動車パーツ・オプションの購入・取付費用●車検・修理費用●自動車保険費用●自動車購入資金の借換資金
●自動車免許取得費用●車庫設置費用●自転車（電動アシスト自転車・ロードバイク・クロスバイク等）にかかる資金

まつしんカーライフプラン

カーライフプランプライム最優遇金利（変動金利）

（保証料） （保証料込）
年１.２２％+０.３８％⇒年１.６０％ 年１.72％+０.３８％⇒年2.10％

カーライフプランプライム金利優遇条件該当（変動金利）

（保証料） （保証料込）

カーライフプラン優遇金利適用なし（変動金利）
年4.625％+０.48％⇒年5.105％

（保証料） （保証料込）

取扱期間：２０２４年４月１日（月）～６月３０日（日）

▲岸田首相 (左から４人目 )に戒石銘の拓本や石盤を贈った
　菅野会頭 (同３人目 )ら

春爛漫＊ちょっとぶらりさくらウォーキング

　

当
商
工
会
議
所
の
菅
野
京
一

会
頭
、
安
齋
文
彦
副
会
頭
、
太

田
英
晴
副
会
頭
、
國
井
文
郎

副
会
頭
、
渡
辺
誠
一
専
務
理

事
、
松
本
敏
幸
事
務
局
長
は
四

月
十
五
日
、
亀
岡
偉
民
衆
院
議

員
と
共
に
、
首
相
官
邸
を
訪

れ
、
岸
田
文
雄
首
相
へ
、
二
本

松
市
の
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
国

指
定
史
跡
「
旧
二
本
松
藩
戒

石
銘
碑
」
の
拓
本
や
、
同
碑

の
原
文
を
彫
っ
た
石
盤
を
贈

呈
し
た
。
自
民
党
派
閥
の
政

治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
裏
金
事

件
を
受
け
、
当
市
の
歴
史
的

遺
産
で
あ
り
、
国
指
定
史
跡

で
あ
る
「
旧
二
本
松
藩
戒
石

銘
碑
」
の
拓
本
等
を
衆
参
全

国
会
議
員
に
贈
り
、
公
人
た

る
者
の
規
範
と
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

　

菅
野
会
頭
は
、「
戒
石
銘
の

精
神
を
心
に
刻
ん
で
政
治
活

動
に
ま
い
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
直
接
手
渡
し
、
岸

田
首
相
は
、「
襟
を
正
し
、
原

点
に
返
っ
て
仕
事
を
す
る
」
と

応
じ
た
。

　

戒
石
銘
は
一
七
四
九
年
（
寛

延
二
年
）、
二
本
松
藩
五
代
藩

主
丹
羽
高
寛
公
が
藩
儒
学
者

の
進
言
に
よ
り
藩
士
の
戒
め

と
し
て
自
然
石
に
刻
ま
せ
た

も
の
で
、「
爾
俸
爾
禄　

民
膏

民
脂　

下
民
易
虐　

上
天
難

欺
」
と
は
、｢

お
前
の
俸
給
は
、

　

二
本
松
市
内
の
桜
の
名
所
や

霞
ヶ
城
公
園
・
寺
院
な
ど
を
訪

ね
歩
き
、
城
下
町
の
春
を
楽
し

む
「
春
爛
漫
＊
ち
ょ
っ
と
ぶ
ら

り
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が

四
月
七
日
、
県
立
霞
ヶ
城
公
園

の
箕
輪
門
前
を
発
着
点
に
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
一
三
〇

人
が
参
加
し
た
。
二
本
松
商
工

会
議
所
・
同
事
業
委
員
会
の
主

催
で
、
に
ほ
ん
ま
つ
観
光
協
会

の
共
催
。

　

開
会
式
で
は
、
当
商
工
会
議

所
菅
野
会
頭
と
三
保
市
長
が
そ

れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
後
、
参
加
者

全
員
が
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ

ぐ
し
、
安
齋
事
業
委
員
長
の
出

発
宣
言
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

今
年
は
気
温
も
暖
か
く
開
花

民
が
あ
ぶ
ら
し
て
働
い
た
た

ま
も
の
よ
り
得
て
い
る
の
で

あ
る
。
お
前
は
民
に
感
謝
し
、

い
た
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
気
持
ち
を
忘
れ
て
弱
い
民

達
を
虐
げ
た
り
す
る
と
、
き
っ

と
天
罰
が
あ
ろ
う
ぞ
。｣

と
二

本
松
藩
主
が
藩
士
に
対
し
戒

め
る
内
容
で
あ
る
。

　

公
人
た
る
者
、
襟
を
正
し
、

国
民
の
信
頼
と
景
気
の
回
復

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
も
ら

い
、
戒
石
銘
の
精
神
が
全
国
に

広
が
る
こ
と
を
願
い
、
今
後

は
、
全
て
の
国
会
議
員
に
も
手

作
業
で
和
紙
に
刷
り
込
ん
だ

拓
本
を
贈
る
予
定
で
あ
る
。

岸
田
首
相
に

岸
田
首
相
に｢｢

戒
石
銘

戒
石
銘｣｣

の
拓
本
等
を
贈
呈

の
拓
本
等
を
贈
呈

桜
の
名
所
巡
り 

城
下
町
の
春
を
満
喫

桜
の
名
所
巡
り 

城
下
町
の
春
を
満
喫

桜
の
名
所
巡
り 

城
下
町
の
春
を
満
喫

ち
ょ
っ
と
ぶ
ら
り

　さ
く
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

時
期
と
重
な
り
、
満
開
の
場
所

も
あ
っ
た
。
参
加
者
は
霞
ヶ
城

公
園
内
や
観
音
丘
陵
遊
歩
道
を

通
り
、
亀
谷
坂
の
露
伴
亭
、
本

久
寺
や
長
泉
寺
な
ど
約
七
キ
ロ

の
コ
ー
ス
を
歩
い
た
。
露
伴
亭

で
は
お
菓
子
な
ど
の
お
も
て
な

し
が
あ
り
、
参
加
者
は
地
元
の

方
々
と
の
交
流
も
深
め
た
。

　

今
回
は
新
た
に
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
開
催
し
、
コ
ー
ス
中
三

カ
所
の
ポ
イ
ン
ト
で
ス
タ
ン
プ

を
集
め
た
参
加
者
は
、
ゴ
ー
ル

し
た
順
に
抽
選
を
行
っ
た
。
岳

温
泉
宿
泊
券
や
二
本
松
一
店
逸

品
研
究
会
の
商
品
な
ど
豪
華
景

品
が
贈
ら
れ
た
他
、
参
加
者
全

員
に
花
見
団
子
が
配
ら
れ
た
。



令和６年5月10日発行 （2）

▶
挨
拶
す
る
鈴
木
会
長

▲激励品を受取る菊地交通課長

▲二本松市長表敬訪問

二
本
松
地
区
警
察
官
友
の
会

二
本
松
地
区
警
察
官
友
の
会

春
の
イ
ベ
ン
ト
雑
踏
警
備
、
安
達
太
良
山
山
開
き
・

春
の
イ
ベ
ン
ト
雑
踏
警
備
、
安
達
太
良
山
山
開
き
・

山
岳
警
備
等
に
対
す
る
激
励

山
岳
警
備
等
に
対
す
る
激
励

　

二
本
松
地
区
警
察
官
友
の
会

（
菅
野
京
一
会
長
）
は
四
月
十
八

日
、
春
の
イ
ベ
ン
ト
雑
踏
警
備
、

安
達
太
良
山
山
開
き
・
山
岳
警

備
等
に
対
す
る
激
励
と
し
て
菅

野
会
長
と
渡
辺
常
任
理
事
、
事

務
局
の
三
人
が
二
本
松
警
察
署

を
訪
問
し
た
。

　

菅
野
会
頭
が
、「
春
の
イ
ベ
ン

ト
は
も
ち
ろ
ん
、
安
達
太
良
山

の
登
山
者
が
徐
々
に
増
え
て
き

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
警
備
す

る
た
め
に
も
市
民
の
安
心
安
全

等
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
を
し
、

國
分
則
之
署
長
、
佐
藤
克
彦
次

長
立
ち
合
い
の
も
と
、
菊
地
正

弘
交
通
課
長
に
激
励
品
を
手
渡

し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
女
性
会
（
鈴

木
美
砂
子
会
長
）
は
、
四
月

十
六
日
に
岳
温
泉
・
ｍ
ｔ
．
ｉ

ｎ
ｎ
（
マ
ウ
ン
ト
イ
ン
）
に
お

い
て
、
第
四
十
八
回
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
岡
孝
子
副
会
長

の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、

鈴
木
会
長
か
ら
「
会
員
の
皆
様

の
協
力
に
よ
り
一
年
の
事
業
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
皆
様
の

多
大
な
る
ご
協
力
を
今
後
と
も

お
願
い
申
し
上
げ
る
。」
と
挨

拶
が
あ
っ
た
。
令
和
五
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
並
び
に
令

和
六
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
、
役
員
の
補
欠
選
任
の
計
三

議
案
に
つ
い
て
諮
り
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は
同

会
場
に
お
い
て
観
桜
会
を
開
催

し
、
三
保
恵
一
市
長
を
は
じ
め
、

高
宮
光
敏
県
議
、
石
井
信
夫
県

議
ら
八
名
の
来
賓
が
出
席
し
、

会
員
と
の
懇
親
を
深
め
た
。

女
性
会
通
常
総
会
開
催

　
　
　
　新
年
度
事
業
計
画·

予
算
承
認

令
和
六
年
度
事
業
計
画
概
要

◆
各
委
員
会
事
業
（
エ
コ
委
員

　

会
、
広
報
委
員
会
、
活
性
化

　

委
員
会
、
事
業
委
員
会
）

　

講
演
会
、
研
修
会
等
の
開
催

◆
県
女
連
通
常
総
会
研
修
会
、

　

東
北
六
県
女
連
総
会
い
わ
き

　

大
会
、
全
商
女
連
滋
賀
全
国

　

大
会
へ
の
参
加

◆
家
庭
用
食
用
廃
油
回
収
事
業
、

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
・
プ
ル
タ
ブ

　

回
収
事
業
の
実
施

◆
地
域
貢
献
対
策
事
業
の
実
施

◆
菊
手
水
等
関
連
事
業
の
実
施

◆
二
本
松
商
工
会
議
所
諸
事
業

　

へ
の
参
加
協
力

◆
そ
の
他
本
会
目
的
達
成
に
必

　

要
な
事
業
の
実
施

　

当
商
工
会
議
所
青
年
部
（
高

橋
直
之
会
長
）
は
四
月
十
六

日
、
高
橋
会
長
、
関
直
前
会
長

ら
七
名
が
三
保
二
本
松
市
長
を

表
敬
訪
問
し
、
二
本
松
市
の
活

性
化
に
向
け
、
新
体
制
で
の
決

意
を
新
た
に
し
た
。

　

高
橋
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
の

二
本
松
を
担
う
仲
間
の
集
ま
り

で
あ
る
私
た
ち
に
目
を
向
け
て

も
ら
い
、
地
域
の
皆
様
に
対
し

活
動
の
様
子
や
行
動
を
示
し
、

魅
力
や
雰
囲
気
を
伝
え
、
我
々

の
行
動
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い

組
織
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

て
、
様
々
な
角
度
か
ら
Ａ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
を
起
こ
し
、
更
な
る
出

会
い
や
交
流
を
生
み
出
し
て

活
動
し
て
い
く
こ
と
で
仲
間
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。
青
年
経

済
人
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を

会
員
と
と
も
に
知
恵
を
絞
り

な
が
ら
考
え
、
二
本
松
市
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
活
動
を
積

極
的
に
展
開
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。」
と
抱
負

を
述
べ
た
。

　

三
保
市
長
は
「
市
と
し
て
も

青
年
部
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
。
若
い
力
と
行
政
が
協

力
・
連
携
し
合
い
な
が
ら
、
二

本
松
の
明
る
い
未
来
に
向
け
て

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と

激
励
し
た
。

 

青
年
部

市
長
表
敬
訪
問

　

当
商
工
会
議
所
青
年
部(

高

橋
直
之
会
長)

の
第
四
十
六
回

通
常
総
会
は
、
四
月
十
九
日

に
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
二
本
松

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
出

席
会
員
全
員
で
青
年
部
の
歌

「
伸
び
ゆ
く
大
地
」
を
斉
唱

し
、
関
直
前
会
長
が
綱
領
・
指

針
朗
読
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

高
橋
会
長
が
「
令
和
六
年
度
で

創
立
か
ら
四
十
五
年
目
を
迎
え

ま
す
。
地
域
の
資
源
を
最
大
限

に
生
か
し
、
次
の
五
十
周
年
へ

向
け
て
多
く
の
メ
ン
バ
ー
同
士

協
力
し
合
い
課
題
を
解
決
し

て
い
く
素
晴
ら
し
い
活
動
と

な
る
よ
う
、
精
一
杯
会
長
職

を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と

挨
拶
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

令
和
五
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
、
会
費
の
改
正
、

令
和
六
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

席
上
、
関
直
前
会
長
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
、
菅
野
会
頭
か
ら

感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
、
高
橋
会

長
か
ら
は
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

た
。
ま
た
、
令
和
五
年
度
卒
業

生
の
大
河
内
威
さ
ん
に
も
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

通
常
総
会
終
了
後
に
は
、
同

会
場
に
お
い
て
懇
親
会
を
開
催

し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

た
。

令
和
六
年
度
事
業
計
画
概
要

◆
会
報
・
会
員
名
簿
の
作
成

◆
会
員
の
資
質
向
上
と
自
己

　

研
鑽
を
目
的
と
し
た
例
会

（
講
習
会
）
の
開
催

「
起
こ
そ
う
Ａｃ
ｔ
ｉｏｎ
〜
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
で
き
る

事
を
未
来
の
た
め
に
〜
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

― 

青
年
部
新
年
度
事
業
計
画・予
算
承
認

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
広

　

報
活
動

◆
会
員
及
び
そ
の
家
族
を
対

　

象
と
し
た
親
睦
事
業
の
開
催

◆
他
青
年
部
並
び
に
他
団
体

　

と
の
交
流

◆
そ
の
他
会
員
親
睦
事
業
に

　

関
す
る
こ
と

◆｢

に
ほ
ん
ま
つ
の
夏
祭
り｣

　

事
業
の
実
施

◆
先
進
地
視
察
研
修
の
実
施

◆
そ
の
他
二
本
松
の
活
性
化

　

に
資
す
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　二本松地区警察官友の会では、随時、会員を募集しております‼

　本会は、警察に対する理解と親睦を深め、激励慰安に努めると

共に、警察官の志気を高揚して、社会秩序の確立に貢献すること

を目的に活動しています。

　是非、趣旨をご理解いただき、

私たちと一緒に活動しませんか？

　ご入会をお願いいたします‼



令和６年5月10日発行（3）

二本松商工会議所

共済キャンペーン実施中!!

問合せ 二本松商工会議所　総務課 問合せ取扱店 アクサ生命保険㈱　福島営業所　二本松分室  TEL：０２４３－６２－２２３０引受保険会社 アクサ生命保険㈱

　商工会議所ではアクサ生命保険㈱と連携し、会員企業の福利厚生制度（退職金制度や弔慰金・見舞金制度、リ
スク対策や事業承継など）を、共済制度や各種保障プランでサポートしています。また、経営者・従業員の皆様
向けの個人の自助努力による医療保障、生活保障などのニーズにお応えする各種プランもご用意しています。
　つきましては、ご多用中のところ誠に恐縮に存じますが、期間中当所職員やアクサ生命保険㈱福島営業所二本
松分室（商工会議所共済制度引受会社）の推進員がお伺いさせていただいた際には、お時間賜りますようお願い
申し上げます。

令和６年5月1日㈬～6月28日㈮期 間

アクサ生命保険株式会社
郡山支社　福島営業所　
〒���-����　
福島市三河南町�-��コラッセふくしま�階　 
TEL ���-���-���� 



「利用者急増中！　社内研修や自己啓発に…当所の無料会員サービス「WEBセミナー」をぜひご覧ください。」

令和６年5月10日発行 （4）‒商工会議所は、企業・事業者の経営支援と地域の振興に努めています。‒

※詳細は二本松商工会議所HPをご確認下さい。

【総務省・経済産業省】各種調査のお知らせ
イベント予告  10%お得!!

生活応援・プレミアム付商品券販売
発行総額2,200万円!がんばろう二本松

二本松市共通商品券

【応募方法】

【販売内容】
【申込期間】

二本松市民限定で１世帯１通のみ応募可。
（同住所にて２通以上の申込があった場合は１通のみ有効）
必要事項を記入の上、往復はがきにより応募。
発行総額を超える申込みがあった場合は公開抽選会を行う。
１セット１万円（１万円単位での販売）最高購入額１人５万円
５月26日㈰〜６月1日㈯　当日消印有効
※期間外の申込みは無効となります!!

※詳しくは５月26日㈰の新聞折込チラシ、会議所HPをご確認ください。

二本松商工会議所　TEL：23–3211問合せ先

 【経済構造実態調査】
　総務省・経済産業省では、2024年6月に｢経済構造実態調査｣を実施します｡
　この調査は、国民経済計算(GDP統計)の精度向上等を目的とした、統計法
に基づく報告義務のある調査です。
　調査をお願いする企業・事業所や団体の皆さまには、調査書類を５月から
順次郵送いたしますので、インターネットにて、ご回答をお願いいたしま
す。（郵送での回答も可）
　なお、今回の調査については、同時期に実施される「経済センサスー基礎
調査」と同時一体的に実施し、調査対象企業・事業所の負担軽減を図ること
としています。
　詳しくは、以下のURLから経済構造実態調査のHPをご覧ください。
　https://www.stat.go.jp/data/kkj/index.html

 【経済センサスー基礎調査】
　総務省統計局では、令和6年6月に｢経済センサスー基礎調査｣を実施します。
　経済センサスー基礎調査は、我が国の全ての産業分野における事業所・企
業の産業、従業者規模等の基本的構造を明らかにするとともに、事業所・企
業を対象とする各種統計調査の基盤となる情報を整備することを目的とした
統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。
　調査をお願いする事業所・企業の皆さまには、５月から順次、調査関係書
類を郵送いたしますので、インターネットにより、ご回答をお願いいたしま
す。（郵送での回答も可）
　詳しくは、以下の総務省統計局HPをご覧ください。
　https://www.stat.go.jp/data/e-census/2024/index.html

 【個人企業経済調査】
　総務省統計局では、6月1日現在で｢個人企業経済調査｣を実施します。
　この調査は、統計法に基づき実施する国の重要な統計調査（基幹統計調
査）であり、調査により集められた回答内容は、統計法によって厳重に保護
されます。
　調査をお願いする事業主の方には、国が調査を委託した民間事業者から、
調査票などの調査書類を、5月下旬より順次郵送いたしますので、インター
ネット又は郵送により、ご回答をお願いいたします。
　詳しくは、以下の個人企業経済調査のHPをご覧ください。
　https://www.stat.go.jp/data/kojinke/index.html

第７０回記念安達太良山山開き【５月１９日㈰】
「第７０回記念安達太良山山開き」が開催されます!!

福島県出身のタレントなすびさん(安達太良山観光大使)が
今年の７０回記念山開きに参加!!

ぜひ一緒に登山を楽しみましょう！！（記念撮影可能）
【奥岳登山口（あだたら高原スキー場）でのイベント】
■安全祈願祭（午前８時〜）
　１年間の安達太良山登山の無事を参加者で祈願します。
　(荒天時はランデブー内で実施)
■あだたらマルシェ【午前９時〜（予定）】
【山頂でのイベント】
■ペナント配布（午前９時３０分〜）
　先着３,０００枚を配布します。（無くなり次第、終了）
■７０回記念ピンバッジ配布（午前９時３０分〜）
　先着５００個を配布します。（無くなり次第、終了）
■ミズあだたらコンテスト（午前１１時〜）

※詳細は、二本松市観光連盟のＨＰをご覧頂くか、下記へご確認ください。

安達太良連盟事務局（二本松市観光課内）ＴＥＬ：55-5122問合せ先


